	I.O.O
	A.O.M
	G.O.M

	
	
	


北病棟チームカンファレンス記録
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・９月２７(水)～２９(金)の３日間、１７：３０～１８：３０　メンタルケア病棟３階会議室にて、講師　高橋則行ＭＮｓにて課内研修を行う予定となっています。

　参加はアンケートの提出にて確認となっています。提出がなければ、出席していても無効となりますので注意して下さい。

・１０月６日(金)１７：３０～１８：３０　メモリアルホールにて｢防災について｣の院内研修を行う予定としています。講師は小泉彰ＭＮｓとなっています。

　出欠の入力が必要となっています。Wiz→みんなの共有→教育委員会→H18院内研修→第３回院内研修　各自入力お願いします。

・本日、青仁会祭りの展示物の提出をしています。

・袴田　隆裕様が退院した事により、ベッドに一床空きがあります。男女問わずにて空床状況を各病棟グループへ伝えています。

・救急対応についての勉強会の日程決まっていますが、マニュアルを準備しておきました。目を通してから行う事としますので、各自、確認をお願いします。

・１０/１より、患者様の分担の変更を行っています。各自、確認し新たな患者様の担当になった方は、知らなかったなどないよう、以前の担当スタッフからの情報や、サマリ等に目を通し事前に情報収集を行っておいて下さい。

・三上Ｄｒが９/１８(月)祝日の為、お休みとなっています。内科診察・服薬等必要時は主治医報告後、９/１５(金)午前中に頂くようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・平　京子様～両膝の発赤、疼痛訴え、感染創とのことで、アズクロ塗布開始（１回／日）と、サワシリン４cap　4×1　２日分（9/9朝まで）　臨時処方となっていましたが、疼痛・発赤、続いており、本日、東病棟グループにて皮膚科診察あり、本人様も診察して頂いています。本日の昼より、同内容にて内服薬３日分処方となっています。疼痛の有無、軟膏処置時の観察していきましょう。

・船場　幸子様～９/１０(日)ご家族様より連絡あり、９/１１(月)１０：３０～１４：３０までランチ外出させたいとの連絡あります。Ｄｒ報告にて許可おりています。帰院時にご家族様より状況確認しています。本人様に疲労感を尋ねると｢大丈夫です｣と穏やかに話すも、お姉様は｢バス・電車などいろいろと移動したので疲れたんじゃないかと思います｣とお姉様は心配されている様子でした。三戸の墓参りに行って来られた事、話されています。

・五日市　規様～９/４(月)従兄弟(土屋政保様)と名乗る方が来院しています。その旨を本人へ伝えると｢母方の兄弟だ、会ってみたい｣との発言聞かれています。下平ＰＳＷより、再度来院して頂けないか連絡とっています。

連絡取れ、本日１６時、下平ＰＳＷと面談となっております。本人様には面談について来院される事は話しておらず。面談時、従兄弟様は本人様の兄(五日市功様)の連絡先を知りたいとのお話しありますが当院では把握していない事伝えています。本人様の現況を伝え、面会して頂きたい事伝えていますが、本日は忙しい為後日必ず来ます。との事で本人様とは会わずにおります。又、本人様の実のお姉様が八戸市に在住との情報あり、従兄弟様は、判り次第連絡します。との事で帰られています。

＜週間連絡＞

・９月１１日(月)　本日より～１５日まで定期採血あります。

・９月１３日(水)　吉田富秋様～むつ市生活福祉課保護係の方と１６時面談予定

・９月１４日(木)　皮膚科診察

　　　　　　　　　小坂Ｄｒ診察　（予定者：大上なみ様）

・９月１５日(金)　歯科診察　（予定者：小坂君子様）

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・平　京子様～現在、ケアプランは　＃１　血圧高値の為改善していく　とし、

　　　　　　　血圧３検・自覚症状の有無の確認・傾聴し、対処方法を検討する等挙げております。血圧の薬を服用していますが、あまり変化見られずにおります。継続し観察を行っていきましょう。

　　　　　　　９月より新たにプランを追加しています。余暇時、臥床ぎみである事から、

＃２余暇時、臥床傾向が見られる為、離床出来きるようにする。

1 臥床確認の際、ホールに出てくるよう声掛け

2 身体症状の確認

3 余暇時の過ごし方を検討する

4 傾聴し、出来ていたら評価

　　　　　　　又、両膝の発赤にて感染創とのことで治療されていますが、他患者様からの情報で、入浴時、タイルに直接正座し洗髪等行っているとの事です。発赤の悪化の原因として、入浴の仕方の可能性も考えられる為、担当スタッフと本人様とで話ししています。本人様は風呂場に配置している椅子は不潔と話し、使用したくないと話しています。スタッフより、現在、両膝の治療中である事と、その為個人用マットや、入浴の際タオルを敷く等対処方法がある事を伝えていますが、｢私には必要ありません｣とスタッフの話しに耳を傾けようとしません。再発の可能性もある事伝えると、｢なりません｣と言い切っての返答がくる為、現在、本人様との関わり方等、検討中としています。

































